Non-perturbative renormalization of four-quark operators and B[K] with Schrödinger functional scheme in quenched domain-wall QCD by 中村 庸介
Non-perturbative renormalization of four-quark
operators and B[K] with Schrodinger functional
scheme in quenched domain-wall QCD
著者 中村 庸介
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (A), no. 4513, 2008.1.31
On t.p. "[k]" is subscript
"December 2007"--Cover














学 位 の 種 類 博　　士（理　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4513　号
学位授与年月日 平成 20 年 1 月 31 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学位論文題目 Non-perturbative renormalization of four-quark operators and BK with 
Schrodinger functional scheme in quenched domain-wall QCD
（クエンチ近似のドメインウォール QCDにおける 4クォーク演算子と Kaon
バックパラメータのシュレディンガー汎関数スキームを用いた非摂動的繰り
込み）
主　査 筑疲大学教授 理学博士 青　木　慎　也
副　査 筑波大学教授 理学博士 石　橋　延　幸
副　査 筑波大学准教授 理学博士 石　塚　成　人
副　査 筑波大学准教授 理学博士 吉　江　友　照
【50】































審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文では，素粒子の標準理論の検証に重要な役割を果たす Bパラメタの格子計算を精密化するために
必要な繰り込み定数を非摂動的に計算したものである。この論文での計算はオリジナルなものであり，いま
まで系統誤差が大きかったものを，SF法を用いた非摂動的繰り込み定数の計算をすることで，Bパラメタ
の系統誤差を非常に小さく押さえた。その結果，従来の計算に比べてはるかに系統誤差の小さい Bパラメ
タの値を連続極限で得ることができた。この計算はクエンチ近似のものであるが，力学的クォークの寄与を
含む計算に拡張するのは容易であり，したがってこの論文は SF法の可能性を実証した有意義なものである。
また，いろいろなチェックを注意深く行っており科学的水準の高い論文である。さらに，クォーク質量の繰
り込み定数の非摂動的計算を摂動展開の結果と比べることで，非摂動的繰り込み定数の重要性，必要性を示
したことの科学的意義は非常に高い。
　以上，本論文で得られた結果は，格子 QCDの数値計算によるハドロン行列要素の精密計算の可能性を実
証し，その精度を向上させたものであり，これからの発展を促進する重要なものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
